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阿 部  仁 学術研究部 工学系   750,000 円 

研究課題名 クルクミンの用途拡大を目的とする有機化学的研究 

研究の概要 

 

有機合成化学的手法を用いて、クルクミン

およびその誘導体の合成を行なう。特に、左

右非対称の構造を有するクルクミン誘導体

は、様々な興味深い物性が期待されること

から、実用的な合成法の開発が望 

まれる。本研究においては、複数のアプローチによりクルクミン誘導体の

合成を行ない、それらの工業的製法を提案する。 

研究の成果 

１）分子内縮合反応を利用すれば、効率的に非対称クルクミン誘導体を合

成できると考え、いくつかのジカルボン酸をテンプレートとして起用する

こととした。学術研究部工学系の石山達也准教授の協力を得て、分子軌道

計算による構造の最適化を実施した。得られた知見を基に実際の合成を実

施したが、収率よく目的物を得るには至らなかった。 

２）表面にカルボキシル基を有する樹脂を用いて、クルクミンとの縮合反

応を行なった。樹脂への結合に関しては工程を確立することができた。今

後、樹脂に結合したクルクミン誘導体の分子変換ならびに、樹脂からの切

り離し工程について検討を加える。 

３）ニトリルオキシドの 1,3-双極子環化付加を経由する方法：クルクミン

の右セグメントと左セグメントを別々に調製することで、左右非対称なク

ルクミン誘導体を自由自在に調製可能である。その際、一方をニトリルオ

キシド、他方を末端アルキンとしそれらの [3+2] 環化付加を行なえば、イ

ソオキサゾール誘導体を生じ、その還元処理により目的物が得られた。今

後、各工程の条件最適化を進める予定である。 
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